（業務方法書　様式第１２号）記載例


番　　　号
令和５年　　月　　日

青森県農業再生協議会長　雪田徹　殿
標題を令和５年度として、令和４・５年度の取組内容を併せて記載

所在地　青森市長島１－１－１　　　　
取組実施者名　青い森肥料販売株式会社　　　
代表者氏名　青森　太郎　　　　　　　　　

令和５年度肥料価格高騰対策事業取組中間報告書

肥料価格高騰対策事業実施要領（令和３年12月20日付け３農産第2156号農林水産省農産局長通知）第14の１の規定に基づき、下記のとおり報告する。

記

取組の実施状況参加農業者に聞き取り等を行い、どのような取組を行ったか、どの程度取組が進んでいるか記入してください。

	取組メニュー
	取組の実施状況

	ア　土壌診断による施肥設計
	土壌診断を実施し、施肥設計の見直しを行った結果、化学肥料の使用量が５％～１０％減少した。

	エ　堆肥の利用
	水稲を作付けしたほ場において基肥の一部を化学肥料から堆肥に転換し、転換したほ場では化学肥料の使用量が１０％～２０％減少した。
従来から堆肥を利用していた農業者では、堆肥の利用面積が計１５ha拡大した。

	
	

	
	


（注）
１　取組メニューには、取組実施者において取り組んでいるメニューを記入し、適宜、行を追加すること。
２　参加農業者が、中間期間までにどのような取組を行ったのか、また、取組前と比べてどの程度取組が進んでいるか、使用記録等を参照し記入してください。

